
第 5回：記述統計表の作成

北村　友宏

2020年 10月 30日
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本日の内容

1. 記述統計表の作成
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実習 1

前回出力した，中古マンション価格，最寄り駅まで
の所要時間，築年数，面積，1K1Rダミーの記述統
計を再び出力する．

1. gretlを起動．
2. 「ファイル」→「データを開く」→「ユー
ザー・ファイル」と操作．

3. setagayaapartment.gdtを選択し，「開く」をク
リック．
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4. Ctrlキーを押しながら「minutes」，「area」，
「onekr」，「price_10th」，「age」の 5つを左ク
リックして選択し，その上で右クリック→「基
本統計量」と操作．

5. 「全ての統計量を表示する」を選んで状態で
「OK」をクリックすると，選択した変数の記述
統計 12種類が表示される．

▶ 最新バージョン（2020年 8月 6日版）では，この
表示が日本語化されている．
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このような画面が表示されれば成功．
Macの PCでは，小数点以下の表示桁数が異なって
いる場合がある．
最新バージョン（2020年 8月 6日版）では，上の
画像のように統計量名が全て日本語で表示される．
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▶ 統計量の名前の位置がズレていて見づらいが，
各変数について出力された数字は，1段目は左
から平均，中央値，最小値，最大値の順．2段
目は左から標準偏差，変動係数，歪度，過剰
尖度の順．3段目は左から 5百分位数，95百
分位数，IQ幅（四分位範囲），欠損値数の順．
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レポート・論文用の記述統計表の作成
見やすく，理解しやすい表を載せるには，
▶ 表番号と表のタイトルをつける．
▶ 変数名は統計解析ソフトでの変数名そのまま
ではなく，分かりやすいように書き直す．

▶ 単位がある変数は単位を明記する．
▶ 小数の数値はあまり細かく表示せず，小数第 1
～4位程度まで示せば十分．縦方向に見たと
き，小数点の位置が揃うようにする．

▶ 観測値数が全変数について同じ場合，表の下に
「注（Note）」として「観測値数は＊＊＊であ
る」などと注記してもよい．

この授業ではWordを用いた記述統計表の作成方法
を説明する．
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実習 3
1. Wordを起動し，summary20201030.docxとい
う名前で 2020microdatagフォルダに保存．

2. 「挿入」→「表」と操作して 6行 5列の表を
作る．

3. 表全体をドラッグし，「参考資料」（Mac版では
「参照設定」）→「図表番号の挿入」と操作．

4. ラベルを「表」に，位置を「選択した項目の
上」にしてOKをクリックすると，表のすぐ上
の行に「表 1」と入力される．

▶ ラベルに「表」がなければ，「新しいラベル...」を
クリックして出てくるダイアログボックスの入力
ボックスに表と入力して OKをクリック．

5. 「表 1」の後に全角スペースを入れて記述統計
と入力し，中央揃えにする．
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6. 表の 1行 2列目に平均値，1行 3列目に標準偏
差，1行 4列目に最小値，1行 5列目に最大値
と入力．

▶ 今回は，教科書『新しい計量経済学』p.13に載っ
ている表 1.3に合わせ，中央値はレポートしない．

7. 表の 1行 2列目から 1行 5列目までをドラッ
グし，「レイアウト」タブ（右端の，色が濃い
ほう）から「配置」→「中央揃え」と操作．

8. 表の 2行 1列目に価格（万円），3行 1列目に
最寄り駅所要時間（分），4行 1列目に築年数
（年），5行 1列目に面積（平方メートル），6行
1列目にワンルームダミーと入力．
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9. 表の 2行 1列目から 6行 1列目までをドラッ
グし，「レイアウト」タブ（右端の，色が濃い
ほう）から「配置」→「中央揃え」と操作．

10. gretlに出力されていた表の数値を，Wordで作
成した表の対応するセルにコピー・貼り付けす
る．数値をドラッグして選択し，右クリック→
「コピー」と操作すればコピーできる．

▶ price_10thは価格（万円），minutesは最寄り駅
所要時間（分），ageは築年数（年），areaは面積
（平方メートル），onekrはワンルームダミー，平
均は平均値．
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11. 平均値と標準偏差の数値を全て，小数第 2位ま
でにする（小数第 3位を四捨五入）．例えば，
最寄り駅所要時間（分）の平均値と築年数
（年）の標準偏差は，

▶ 8.9845⇒8.98
▶ 29.115⇒29.12
▶ こうすることで，各列で小数点以下の表示桁数を
統一し，縦方向に見たとき，小数点の位置が揃う
ようにする．

13. 表の 2行 2列目から 6行 5列目まで（数値の
入っているセル）をドラッグし，「レイアウト」
タブ（右端の，色が濃いほう）から「配置」→
「中央揃え（右）」と操作．

14. Wordで作成した表のすぐ下の行に，（注）観測
値数は 194である．と入力して上書き保存．

▶ 観測値数は，gretlの画面下部の「日付なし：全範
囲 1 - 194」と書かれている部分を見れば分かる．
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このような表を作成できればよい．
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補足

▶ ダミー変数を分析に用いる場合，そのダミー変
数の定義をレポートや論文の本文中などで説
明しておく．

▶ e.g.,ワンルームダミーはマンションの種類が 1K
または 1Rであれば 1，そうでなければ 0をとるダ
ミー変数である．

本日の作業はここまで．
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